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本日 9 月 14 日、関西国際空港第 1 ターミナルビルの暫定供用（南ターミナルビル部分）を開

始いたしました。 

 

 

 

関西エアポート株式会社 代表取締役社長 CEO 山谷佳之 

「台風 21 号が直撃した 9 月 4 日以来、10 日ぶりに第 1 ターミナルビルの暫定供用を開始いた

しました。関係の皆様からの多大なご支援のもと、大きな問題もなく、滞りなく空港の運営を

行っておりますことをご報告いたしますとともに、改めて厚く感謝申し上げます。 

また 21 日には、関係の皆様のご努力の結果、鉄道の運行再開も予定されております。 

お客様、また航空会社をはじめ関係の皆様に、一日も早く通常どおり関西国際空港をご利用い

ただくことができますよう、引き続き精一杯取り組んでまいります。」 

  

 

同 代表取締役副社長 Co-CEO エマヌエル・ムノント 

「現在、21 日に予定している北ターミナルビル部分を含む本格供用に向けて、全力で復旧作 

業を進めております。 

本日は第 1 ターミナルビルで国際線 40 便、国内線 19 便、第２ターミナルビルで国際線 16

便、国内線 22 便、総計 97 便が運航されております。被害の少なかった第 2 ターミナルビル

では既に、通常時とほぼ同数の航空便が運航されています。第１ターミナルビルでは、20 日

時点で通常時の約 50%の便が運航される予定です。」 
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